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近年、日本の中学受験は一般的な進路選択として認知される一方、受験期の長期的負荷は保

護者の心理的ストレスを高め、家庭内の関わり方にも影響し得る。本研究は教育虐待そのも

のを測定・診断するのではなく、教育虐待的関与に至る可能性のある心理的背景要因を探索

的に把握するために、中学受験経験の有無による保護者のソーシャルサポート、養育態度、

知覚されたストレスの差異、ならびにソーシャルサポート・養育態度と知覚されたストレス

の関連を検討した。 

調査会社 Freeasy を通じたオンライン横断質問紙調査を実施し、2001〜2012 年度生まれの子

どもを持つ保護者 116名（受験群 36名、非受験群 80名）から回答を得た。受験群には受験当

時を想起して回答を求めた。測定には日本語版 MSPSS（12 項目・7 件法：家族のサポート／友

人のサポート／大切な人のサポート）、加藤らの養育態度尺度（25項目・5件法：受容・子ど

も中心／一貫性のない優柔不断なしつけ／統制）、日本語版 PSS（10 項目・5 件法：知覚され

たストレス）を用いた。外れ値は尺度別に箱ひげ図（Tukey 法）に基づき除外したため、分析

により有効回答数は一部異なった。主分析として、群間比較（独立サンプル t検定、必要に応

じ Welch法）、ピアソンの相関分析、知覚されたストレスを従属変数とする群別の重回帰分析

（強制投入法）を行い、VIF が 3 以上の説明変数を除外して最終モデルを構成した。受験群の

自由記述（経済的負担、学校選択、ストレス経験）は KHcoderで形態素解析後、頻度集計、共

起ネットワーク、対応分析を行い、文脈確認を踏まえてカテゴリー化した。 

結果として、ソーシャルサポート総得点は受験群 M=54.54、非受験群 M=57.55 で群間差は有

意ではなく（Hedges g=-0.21, 95%CI[-0.611, 0.190]）、養育態度総得点も差は有意ではなか

った（受験群 M=72.33、非受験群 M=74.01、g=0.15, 95%CI[-0.570, 0.274]）。一方、知覚さ

れたストレスは受験群 M=41.53、非受験群 M=40.71 で、受験群が有意に高かった（Welch の t

検定：t(70.07)=2.05, p=0.044, g=0.413, 95%CI[-0.007, 0.830]）。相関分析では、ソーシ

ャルサポートと知覚されたストレスの関連は弱い負の関連が示されたが、有意傾向にとどま

った（r=-0.187, 95%CI[-0.364, 0.002], p=0.053）。重回帰分析では、受験群の最終モデル

は有意ではなかったが、受容・子ども中心のみが知覚されたストレスの低さと関連した

（β=-0.633, 95%CI[-1.262, -0.004], p=0.049）。非受験群でもモデル全体は有意ではなか

ったが、友人からのサポートのみが知覚されたストレスの低さと関連した（β=-0.263, 

95%CI[-0.506, -0.020], p=0.034）。自由記述では、塾費用等の直接費用、家計調整、余暇・

生活の抑制、低負担が併存し、通塾に伴う生活リズムの変化や予定・体調・学習状況を同時

に管理する負担、子どものやる気への継続的な気がかりが具体的に述べられた。 

なお、本研究は横断的で受験当時の想起に基づくため因果関係を結論づけられず、サンプル

サイズや自己報告に伴う制約もある。以上より、中学受験経験の有無は保護者のストレス知

覚の差として反映され得る一方、ソーシャルサポートや養育態度は受験の有無のみでは差が

捉えにくい可能性が示され、群別には受験群で受容的養育態度の自己評価、非受験群で友人

サポートの知覚が、それぞれストレスの低さと関連する可能性が示唆された。 
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